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三菱 UFJ リース 英国配電事業会社へ出資参画 

 

三菱 UFJ リース株式会社（以下「当社」）は、英国で配電事業を行う Electricity North West 

Limited（以下「ENWL」）の株式の一部を取得し、英国配電事業（以下「本事業」）に参画

することとしましたので、お知らせいたします。 

 

当社は、関西電力株式会社および大和エナジー・インフラ株式会社と共同で設立する持株

会社 KDM Power Limited を通じて、英国インフラファンド Equitix とともに JP Morgan Asset 

Management および First State Investments 傘下のファンド（以下総称して「売主」）より

ENWL の株式 50%を取得することに合意し、この度、売主と株式譲渡契約を締結しまし

た。これにより、当社は ENWL株式の 4.8%を保有します。 

 

ENWLは英国西部のウォリントンに本拠地を構え、マンチェスター地域およびカンブリア

地域で約 57,000ｋｍに及ぶ配電設備を保有・維持し、約 240万軒（約 500万人）の顧客に

電力を供給しています。 

 

当社は、中期経営計画“Breakthrough for the Next Decade～今を超え、新たなる 10年

へ～”の中で、「社会インフラ」を重点産業分野の一つに位置付け、国内外でさまざまな取

り組みを推進しています。海外電力分野では、これまでドイツの洋上風力発電所向け海底

送電事業、アイルランド共和国の陸上風力発電事業、英国の洋上風力発電事業に取り組ん

でまいりましたが、配電事業への参画は今回が初となります。 

 

配電事業は、今後再生可能エネルギーが普及拡大していく中、分散する電源リソースの

有効活用（分散電源、蓄電、EV）、需給調整機能の高度化（AI・IoT・スマートメータ

ー）などの新たな技術の進展に伴い、重要な役割を担う基幹インフラです。 

 

当社は、業界の有力プレーヤーと共に本事業に参画することにより、電力分野でさらな

る事業拡大を図るとともに、グローバル規模での持続可能な社会づくりに貢献してまい

ります。 
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【ENWLの概要】 

会社名 Electricity North West Limited 

所在地 304 Bridgewater Place, Birchwood Park, Warrington, WA3 6XG 

資本金 238.4 百万英ポンド （2019 年 3月期） 

総資産 3,452 百万英ポンド （2019 年 3月期） 

売上 458.3 百万英ポンド （2019 年 3月期） 

純利益 71.8百万英ポンド （2019 年 3月期） 

代表者 John Roberts (Chairman) 

株主構成 

KDM Power Limited 32.07% 

First State Investments 25.00% 

JP Morgan Asset Management  25.00% 

Equitix 17.93% 

 

 

【KDM Power Limitedの概要】 

会社名 KDM Power Limited 

株主構成 

（間接出資） 

関西電力株式会社 55.1% 

大和エナジー・インフラ株式会社 30.0% 

三菱 UFJ リース株式会社 14.9% 
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